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 要  旨 
 
  近年、携帯電話やPDAなどの携帯用電子機器のための駆動時間の長期化の必要性が
より大きくなり、LSIの低消費電力化は主要な設計上の問題になった。アナログ・デ
ィジタル混在LSIには、多くの回路ブロックより構成されているが、比較回路は基本
的なブロックの１つであり、低消費電力化が重要である。  電圧比較回路は２つのア
ナログ量を比較し、大小判別結果として“１”又は“０”を出力する。電圧比較回路
は1ビットのADコンバータ（ADC：Analog Digital Converter）としてみなすことが
できる。  
  完全差動回路技術はアナログ回路設計の多くの分野において重要な技術である。こ
の技術はアナログとデジタルの演算処理の両方を行うアナログ・ディジタル混在集積
回路に特に共通モードノイズの除去に有用である。このような回路において、比較回
路はアナログ領域とデジタル領域との間のリンクを行っている。従来では完全差動比
較回路はスイッチキャパシタ回路及び差動増幅回路などの組み合わせで構成されて
いた。この完全差動比較回路は共通モードノイズの除去が成しえたものの、複雑な回
路構成でより多く電力の消費といった問題点を抱えている。  
  一方、コンパクトなADCなどの応用においては、任意参照電圧との比較ができるこ
とが望ましい。これらの問題を解決するために、文献[1]では比較回路において次の要
件が重要であると述べられている。1) 共通モードノイズによる効果を減少させる差
動入力構成、2) 任意参照電圧と2つの入力電圧の差分を比較する、3) 差動増幅回路を
用いる回路構成より小規模。そして、これらの必要条件を満たすために、2つの入力
電圧の差分を検出することができる差動電圧比較回路を提案した。しかし、文献[1]
が提案した差動電圧比較回路では検出できる2つの入力電圧の差分は範囲0[V]~0.4[V]
（電源電圧3[V]）でかなり狭い。本研究では、より広い範囲の電圧差分が検出できる
同時に低消費電力的な差動電圧比較回路を目指す[2]。  
  本研究では、４種類の異なった論理閾値変換回路を代用することを提案し、さら
に、それらの回路を用いた差動電圧比較回路を設計する。代用した論理閾値変換回路
は、電源電圧のほぼ全範囲にわたって論理回路の論理閾値を線形に制御することが可
能である。これらの4個の差動電圧比較回路の中で、利点と欠点を分析し、最も適当
な回路を選んでレイアウトを行う。レイアウトから引き出されたパラメタは、より正
確なシミュレーションを行うために使用する。新しい差動電圧比較回路では検出でき
る2つの入力電圧の差分は範囲を広げることができた[2]。文献[1]の結果と比較するた
めにHSPICEによるシミュレーションで、汎用の0.35μmのCMOSデジタルプロセスパ
ラメータを使う。文献[1]における0.4Vと比べて、検出範囲が1.1Vまで増加し、本研
究の目的は達成された。 そして、提案された比較器は43.1%より少ない電力を消
費する。 
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